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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定対象の状態を測定可能なセンサ部と、
　前記センサ部を制御する制御部と、を備え、
　前記センサ部は、
　　測定対象の状態に対応する電圧を測定可能な測定部と、
　　測定された前記電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて変化しているか否
かを判定する第１の電圧比較部と、
　　前記電圧変化が、前記電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かを判定する第２
の電圧比較部と、を含み、
　前記制御部は、前記第１および第２の電圧比較部において前記電圧変化を超えて変化し
ていないと判定された場合、前記センサ部に対する電源供給を停止する測定装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１および第２の電圧比較部の少なくともいずれかが前記電圧変化
を超えて変化していると判定した場合、前記測定部に対して、前記測定対象の状態の測定
を指示し、
　前記測定部は、前記測定対象の状態を測定する
ことを特徴とする請求項１に記載の測定装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記センサ部の属性に基づいて決定されたタイミングで、当該センサ部
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に対して、前記測定対象の状態に対応する電圧の測定を指示する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の測定装置。
【請求項４】
　前記第１の電圧比較部は、測定された前記電圧と前記電圧変化の下限値とを比較し、当
該下限値を超えて変化しているか否かを判定し、
　前記第２の電圧比較部は、測定された前記電圧と前記電圧変化の上限値とを比較し、当
該上限値を超えて変化しているか否かを判定する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の測定装置。
【請求項５】
　前記センサ部は、
　　前記第１の電圧比較部に対して、前記電圧変化の下限値を出力する第１の電圧変化出
力部と、
　　前記第２の電圧比較部に対して、前記電圧変化の上限値を出力する第２の電圧変化出
力部と、をさらに含み、
　前記制御部は、前記第１の電圧変化出力部に対して前記電圧変化の下限値を、前記第２
の電圧変化出力部に対して前記電圧変化の上限値を、それぞれ設定する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の測定装置。
【請求項６】
　前記測定対象の状態を送信可能な送信部をさらに含み、
　前記制御部は、前記第１および第２の電圧比較部のいずれかが前記電圧変化を超えて変
化していると判定した場合、前記測定部が測定した前記測定対象の状態を、前記送信部を
介して送信する
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の測定装置。
【請求項７】
　互いに異なる前記測定対象の状態を、それぞれ測定する複数の前記センサ部を含み、
　前記制御部は、前記複数のセンサ部の各々を制御する
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の測定装置。
【請求項８】
　測定対象の状態を測定可能なセンサ装置と、
　前記センサ装置を制御する制御装置と、を含み、
　前記センサ装置は、
　　測定対象の状態に対応する電圧を測定可能な測定部と、
　　測定された前記電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて変化しているか否
かを判定する第１の電圧比較部と、
　　前記電圧変化が、前記電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かを判定する第２
の電圧比較部と、を含み、
　前記制御装置は、前記第１および第２の電圧比較部において前記電圧変化を超えて変化
していないと判定された場合、前記センサ部に対する電源供給を停止する測定システム。
【請求項９】
　測定対象の状態に対応する電圧を測定可能な測定ステップと、
　測定された前記電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて変化しているか否か
を判定する第１判定ステップと、
　前記電圧変化が、前記電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かを判定する第２判
定ステップと、
　前記第１判定ステップおよび第２判定ステップにおいて前記電圧変化を超えて変化して
いないと判定された場合、前記電圧を測定するセンサ部に対する電源供給を停止する停止
ステップと
を含む測定方法。
【請求項１０】
　測定対象の状態に対応する電圧を測定可能な測定機能と、
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　測定された前記電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて変化しているか否か
を判定する第１判定機能と、
　前記電圧変化が、前記電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かを判定する第２判
定機能と、
　前記第１判定機能および第２判定機能において前記電圧変化を超えて変化していないと
判定された場合、前記電圧を測定するセンサ部に対する電源供給を停止する停止機能と
をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定対象の状態変化を検出する測定装置、測定システム、測定方法およびプ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、消費電力を低減可能な種々のセンサが開発されている。例えば、特許文献１は、
温度変化の有無を判断して、温度変化が検出された場合のみ、所定の処理を行う温度セン
サについて開示する。特許文献１に記載の温度センサは、測定した機器の温度に対応する
電圧を出力して、出力した電圧と基準電圧とを比較し、比較結果に基づいて温度変化の有
無を判断する。そして、当該温度センサは、温度変化があった場合のみ、変化後の温度に
対応する電圧を次測定の基準電圧に設定する。そして、特許文献１には、このような構成
を備える温度センサによれば、温度変化があった場合にのみ基準電圧を設定するため、電
流消費量を抑えることができると記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１３９８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、測定対象の状態変化があった場合にのみ、当該測定対象の状態を把握したいと
いうニーズが存在する。例えば、飲食店などにおいて、調理機器等の測定対象の温度変化
があった場合にのみ、当該測定対象の温度を把握したいというニーズが存在する。
【０００５】
　上記のような場合に、特許文献１に記載の温度センサを用いると、測定対象の温度変化
の有無を判断するために、まず当該測定対象の温度を測定し、当該測定した温度に対応す
る電圧を出力する必要がある。すなわち、当該温度センサは、測定対象の温度変化の有無
を判断するために、当該測定対象の温度を測定することになり、そのための電力消費が必
要となる。このように、特許文献１に記載の温度センサは、測定対象の状態変化があった
場合にのみ、当該測定対象の状態を把握したいにもかかわらず、必ず当該測定対象の状態
を測定することになり、消費電力がその分増加してしまうという問題が生じる。
【０００６】
　本発明の目的は、上記課題に鑑み、測定対象の状態変化があった際に当該測定対象の状
態を把握する場合において、種々のセンサにおける電力消費を低減可能な測定装置、測定
システム、測定方法およびプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様における測定装置は、測定対象の状態を測定可能なセンサ部と、当該セ
ンサ部を制御する制御部と、を備え、当該センサ部は、測定対象の状態に対応する電圧を
測定可能な測定部と、測定された当該電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて
変化しているか否かを判定する第１の電圧比較部と、当該電圧変化が、当該電圧変化の上
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限値を超えて変化しているか否かを判定する第２の電圧比較部と、を含み、当該制御部は
、当該第１および第２の電圧比較部において当該電圧変化を超えて変化していないと判定
された場合、当該センサ部に対する電源供給を停止する。
【０００８】
　本発明の一態様における測定装置は、当該制御部は、当該第１および第２の電圧比較部
の少なくともいずれかが当該電圧変化を超えて変化していると判定した場合、当該測定部
に対して、当該測定対象の状態の測定を指示し、当該測定部は、当該測定対象の状態を測
定することを特徴としてもよい。
【０００９】
　本発明の一態様における測定装置は、当該制御部は、当該センサ部の属性に基づいて決
定されたタイミングで、当該センサ部に対して、当該測定対象の状態に対応する電圧の測
定を指示することを特徴としてもよい。
【００１０】
　本発明の一態様における測定装置は、当該第１の電圧比較部は、測定された当該電圧と
当該電圧変化の下限値とを比較し、当該下限値を超えて変化しているか否かを判定し、当
該第２の電圧比較部は、測定された当該電圧と当該電圧変化の上限値とを比較し、当該上
限値を超えて変化しているか否かを判定することを特徴としてもよい。
【００１１】
　本発明の一態様における測定装置は、当該センサ部は、当該第１の電圧比較部に対して
、当該電圧変化の下限値を出力する第１の電圧変化出力部と、当該第２の電圧比較部に対
して、当該電圧変化の上限値を出力する第２の電圧変化出力部と、をさらに含み、当該制
御部は、当該第１の電圧変化出力部に対して当該電圧変化の下限値を、当該第２の電圧変
化出力部に対して当該電圧変化の上限値を、それぞれ設定することを特徴としてもよい。
【００１２】
　本発明の一態様における測定装置は、当該測定対象の状態を送信可能な送信部をさらに
含み、当該制御部は、当該第１および第２の電圧比較部のいずれかが当該電圧変化を超え
て変化していると判定した場合、当該測定部が測定した当該測定対象の状態を、当該送信
部を介して送信することを特徴としてもよい。
【００１３】
　本発明の一態様における測定装置は、互いに異なる当該測定対象の状態を、それぞれ測
定する複数の当該センサ部を含み、当該制御部は、当該複数のセンサ部の各々を制御する
ことを特徴としてもよい。
【００１４】
　本発明の一態様における測定システムは、測定対象の状態を測定可能なセンサ装置と、
当該センサ装置を制御する制御装置と、を含み、当該センサ装置は、測定対象の状態に対
応する電圧を測定可能な測定部と、測定された当該電圧が、予め定められた電圧変化の下
限値を超えて変化しているか否かを判定する第１の電圧比較部と、当該電圧変化が、当該
電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かを判定する第２の電圧比較部と、を含み、
当該制御装置は、当該第１および第２の電圧比較部において当該電圧変化を超えて変化し
ていないと判定された場合、当該センサ部に対する電源供給を停止する。
【００１５】
　本発明の一態様における測定方法は、測定対象の状態に対応する電圧を測定可能な測定
ステップと、測定された当該電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて変化して
いるか否かを判定する第１判定ステップと、当該電圧変化が、当該電圧変化の上限値を超
えて変化しているか否かを判定する第２判定ステップと、当該第１判定ステップおよび第
２判定ステップにおいて当該電圧変化を超えて変化していないと判定された場合、当該電
圧を測定するセンサ部に対する電源供給を停止する停止ステップとを含む。
【００１６】
　本発明の一態様における測定方法は、測定対象の状態に対応する電圧を測定可能な測定
機能と、測定された当該電圧が、予め定められた電圧変化の下限値を超えて変化している
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か否かを判定する第１判定機能と、当該電圧変化が、当該電圧変化の上限値を超えて変化
しているか否かを判定する第２判定機能と、当該第１判定機能および第２判定機能におい
て当該電圧変化を超えて変化していないと判定された場合、当該電圧を測定するセンサ部
に対する電源供給を停止する停止機能とをコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の測定装置、測定システム、測定方法およびプログラムによれば、測定対象の状
態変化があった際に当該測定対象の状態を把握する場合において、種々のセンサの電力消
費を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１の実施形態における、測定システムの構成例を示す図である。
【図２】第１の実施形態における、測定装置の使用状況に関する測定システムの構成例を
示す図である。
【図３】第１の実施形態における、センサ部の構成例を示す図である。
【図４】第１の実施形態における、電圧変化の判定の概要を示す図である。
【図５】第１の実施形態における、測定装置の動作例を示すフローチャートである。
【図６】第２の実施形態における、測定システムの構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　（第１の実施形態）
　第１の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の第１の実施形態における測定システムの使用例を説明するための図で
ある。
【００２１】
　図１に示すように、第１の実施形態における測定システムにおいて、測定装置１は、例
えば、飲食店等において、鍋などの調理器具で調理する調理物（測定対象）の状態（例え
ば、温度など）を測定し、当該測定した状態をデータ収集装置２に通知するものである。
【００２２】
　第１の実施形態における測定システムにおいて、データ収集装置２のユーザ等が、調理
器具で調理する調理物（測定対象）の状態を監視することにより、調理物の調理が完了し
たか否か、あるいは、調理物を調理する際の状態が適切か否か、などについて判断する。
【００２３】
　そして、第１の実施形態における測定システムは、測定対象の状態の測定に要する消費
電力を低減するものであり、例えば、測定装置１が電池などで稼働している場合であって
も、当該電池の消耗を低減し、測定装置１の稼働時間を長くすることを可能とするもので
ある。
【００２４】
　そのために、第１の実施形態の測定システムでは、測定対象の状態が、所定の変化量を
超えた場合に、当該測定対象の状態を測定する。すなわち、測定対象の状態が所定の変化
量を超えない場合には、当該測定対象の状態を測定しない。
【００２５】
　図１の例では、測定装置１は、測定対象となる調理物の温度変化が、所定の変化量を超
えて変化する場合に、当該調理物の温度を測定し、データ収集装置２に通知する。一方、
測定システムは、例えば、測定対象となる調理物の温度変化が、所定の変化量を超えて変
化していない場合には、当該調理物の温度を測定せず、データ収集装置２への通知も行わ
ない。
【００２６】
　ここで、第１の実施形態の測定システムにおいて、測定装置１の消費電力の低減に関し
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、例えば、調理器具で調理する調理物が“米（コメ）”であり、当該測定装置１が当該“
米”を含む測定対象の重量（すなわち、米、水、調理器などの合計の重量）を測定する場
合を例にして、説明する。
【００２７】
　“米”を含む測定対象の重量（すなわち、米、水、調理器などの合計の重量）は、調理
開始時から一定の時間、その重量があまり変化しない。そのため、データ収集装置２は、
その重量があまり変化しないような場合（すなわち、調理があまり進んでいない場合）ま
で、当該“米”を含む測定対象の重量（すなわち、米、水、調理器などの合計の重量）の
通知を受ける必要性が高いとは言えない。
【００２８】
　一方、“米”を含む測定対象の重量（すなわち、米、水、調理器などの合計の重量）は
、その調理が進み調理完了に近くなると、蒸気が発生することによる重量減少のため、重
量の変化量が大きくなる。そのため、データ収集装置２は、所定量以上に“米”を含む測
定対象の重量の変化があった場合、“米”の調理の完了が近いことを把握するために、当
該重量の通知を受ける必要性が高い。
【００２９】
　そこで、第１の実施形態の測定システムでは、データ収集装置２が、測定対象の状態の
変化量が所定以上に変化した場合に、当該測定対象の状態の通知を受けるようにする。こ
のようにすれば、第１の実施形態の測定システムにおいて、測定の都度、測定対象の状態
を測定する必要が無くなり、まずは、測定対象の状態の変化が、所定量以上であるか否か
を測定すれば良いことになる。
【００３０】
　そして、第１の実施形態の測定システムでは、測定対象の状態の変化を、当該測定対象
の状態に対応する電圧の変化によって判断する。具体的には、測定装置１は、測定対象の
状態に対応する電圧が、予め定められた電圧変化の上限値より高い、または、下限値より
も低い場合に、測定対象の状態の変化量が所定量以上であると判定し、当該測定対象の状
態の測定に移行する。一方、測定装置１は、測定対象の状態に対応する電圧が、予め定め
られた電圧変化の上限値以下または下限値以上である場合に、測定対象の状態の変化量が
所定量よりも小さいと判定し、当該測定対象の状態を行わない。
【００３１】
　このようにして、第１の実施形態の測定システムでは、測定装置１が、測定対象の状態
の変化量が所定以上に変化した場合に、当該測定対象の状態を測定することで、当該測定
装置１に要する消費電力を低減することが可能となる。　
【００３２】
　（構成）
　図２は、本発明の第１の実施形態における測定システムの構成例を示す図である。図２
に示すように、測定システムは、測定装置１と、データ収集装置２とを含む。
【００３３】
　データ収集装置２は、測定対象の状態を収集する装置である。データ収集装置２は、例
えば、サーバ、ノートパソコン（ｌａｐｔｏｐ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ＰＤＡ（ｐｅｒｓ
ｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、ＰＭＰ（ｐｏｒｔａｂｌｅ ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　ｐｌａｙｅｒ）、ナビゲーション、スレートＰＣ（ｓｌａｔｅ ＰＣ
）、タブレットＰＣ（ｔａｂｌｅｔ ＰＣ）、ウルトラブック（ｕｌｔｒａｂｏｏｋ）、
ウェアラブルデバイス（Ｗｅａｒａｂｌｅ　ｄｅｖｉｃｅ）、携帯電話、スマートフォン
（ｓｍａｒｔ　ｐｈｏｎｅ）などである。なお、データ収集装置２は、これらの例に限ら
れず。どのようなものであってもよい。
【００３４】
　ここで、データ収集装置２は、測定対象の状態が所定量変化した場合に、当該測定対象
の状態の測定結果を収集する。例えば、データ収集装置２は、測定対象の温度が１℃以上
変化した場合に、当該測定対象の温度の測定結果を収集する。なお、温度の変化量である
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１℃は、例示であって、どのような変化量であってもよいことは言うまでもない。
【００３５】
　また、データ収集装置２は、測定対象の重量が１００ｇ以上変化した場合に、当該測定
対象の重量の測定結果を収集する。なお、重量の変化量である１００ｇは、例示であって
、どのような変化量であってもよい。また、データ収集装置２は、測定対象の電力が１０
Ｗ以上変化した場合に、当該測定対象の電力の測定結果を収集する。なお、電力の変化量
である１０Ｗは、例示であって、どのような変化量であってもよい。
【００３６】
　図２に示すように、本発明の第１の実施形態において、測定装置１は、センサ部１０と
、制御部１１と、通信部１２と、を含む。
【００３７】
　センサ部１０は、測定対象の状態を測定する機能を備える。測定対象の状態は、例えば
、当該測定対象の温度や重量、電力などである。例えば、測定対象の温度を測定したい場
合、センサ部１０は、温度センサとなる。また、測定対象の重量を測定したい場合、セン
サ部１０は、重量センサとなる。また、測定対象の電力を測定したい場合、センサ部１０
は、電圧センサとなる。なお、センサ部１０が測定する測定対象の状態は、これらの例に
限られず、どのようなものであってもよい。また、センサ部１０は、測定対象の状態の各
々について、それぞれ設けられてもよい。
【００３８】
　図３に示すように、センサ部１０は、測定部１００と、第１の電圧比較部１０１と、第
２の電圧比較部１０２と、第１の電圧変化出力部１０３と、第２の電圧変化出力部１０４
と、を備える。
【００３９】
　測定部１００は、測定対象の状態に対応する電圧を測定可能である。測定部１００は、
例えば、測定対象の温度に対応する電圧を測定可能である。
【００４０】
　同様にして、測定部１００は、例えば、測定対象の重量に対応する電圧を測定可能であ
る。さらに、測定部１００は、例えば、測定対象の電力を測定可能である。
【００４１】
　また、測定部１００は、測定対象の状態を測定可能である。例えば、測定部１００は、
測定対象の状態に対応する電圧から、測定対象の状態そのものを測定可能である。同様に
して、測定部１００は、例えば、測定対象の重量を測定可能である。また、測定部１００
は、測定対象の電力を測定可能である。なお、センサ部１０が測定可能な測定対象の状態
は、これらの例に限られず、どのようなものであってもよい。
【００４２】
　ここで、測定部１００が、測定対象の状態に対応する電圧の測定は、当該測定対象の状
態そのものの測定に比べて、その測定時間が短い。例えば、測定部１００は、測定対象の
状態を、当該測定対象の状態そのものに比べて、１００分の１（１／１００）の測定時間
で測定可能である。
【００４３】
　そこで、第１の実施形態において、測定部１００は、まず測定対象の状態に対応する電
圧を測定し、当該測定した電圧が予め定められた電圧変化を超えて変化している場合、当
該測定対象の状態の測定に移行する。一方、測定部１００は、測定した電圧が予め定めら
れた電圧変化を超えて変化していない場合、測定対象の状態の測定を行わない。そのため
、測定部１００は、測定対象の状態に対応する電圧が予め定められた電圧変化を超えて変
化していない場合、測定対象の状態そのものを測定しないため、測定時間を大幅に短縮で
きる。したがって、測定部１００は、測定に要する電力消費を低減することが可能となる
。
【００４４】
　第１の電圧比較部１０１は、測定部１００によって測定された電圧が、予め定められた
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電圧変化の下限値を超えて変化しているか否かを判定する。例えば、第１の電圧比較部１
０１は、測定部１００が測定した測定対象の温度に対応する電圧が、予め定められた温度
に関する電圧変化の下限値０．２Ｖよりも低いか否かを判定する。
【００４５】
　また、第１の電圧比較部１０１は、例えば、測定部１００が測定した測定対象の重量に
対応する電圧が、予め定められた重量に関する電圧変化の下限値よりも低いか否かを判定
する。さらに、第１の電圧比較部１０１は、例えば、測定部１００が測定した測定対象の
電力に対応する電圧が、予め定められた電力に関する電圧変化の下限値よりも低いか否か
を判定する。なお、第１の電圧比較部１０１による判定は、これらの例に限られず、どの
ようなものであってもよい。
【００４６】
　第１の電圧比較部１０１は、測定部１００によって測定された電圧が、予め定められた
電圧変化の下限値を超えて変化しているか否かの判定結果を、制御部１１に通知する。
【００４７】
　第２の電圧比較部１０２は、測定部１００によって測定された電圧が、予め定められた
電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かを判定する。例えば、第２の電圧比較部１
０２は、測定部１００が測定した測定対象の温度に対応する電圧が、予め定められた温度
に関する電圧変化の上限値０．２Ｖよりも高いか否かを判定する。
【００４８】
　また、第２の電圧比較部１０２は、例えば、測定部１００が測定した測定対象の重量に
対応する電圧が、予め定められた重量に関する電圧変化の上限値よりも高いか否かを判定
する。さらに、第２の電圧比較部１０２は、例えば、測定部１００が測定した測定対象の
電力に対応する電圧が、予め定められた電力に関する電圧変化の上限値よりも高いか否か
を判定する。なお、第２の電圧比較部１０２による判定は、これらの例に限られず、どの
ようなものであってもよい。
【００４９】
　第２の電圧比較部１０２は、測定部１００によって測定された電圧が、予め定められた
電圧変化の上限値を超えて変化しているか否かの判定結果を、制御部１１に通知する。
【００５０】
　第１の電圧変化出力部１０３は、第１の電圧比較部１０１に対して、電圧変化の下限値
を出力する。例えば、測定対象の温度を測定するセンサ部１００であれば、第１の電圧変
化出力部１０３は、第１の電圧比較部１０１に対し、温度に関して、予め定められた電圧
変化の下限値を出力する。
【００５１】
　また、例えば、測定対象の重量を測定するセンサ部１００であれば、第１の電圧変化出
力部１０３は、第１の電圧比較部１０１に対し、重量に関して、予め定められた電圧変化
の下限値を出力する。さらに、また、例えば、測定対象の電力を測定するセンサ部１００
であれば、第１の電圧変化出力部１０３は、第１の電圧比較部１０１に対し、電力に関し
て、予め定められた電圧変化の下限値を出力する。なお、第１の電圧変化出力部１０３に
よる出力は、これらの例に限られず、どのようなものであってもよい。
【００５２】
　第２の電圧変化出力部１０４は、第２の電圧比較部１０２に対して、電圧変化の上限値
を出力する。例えば、測定対象の温度を測定するセンサ部１００であれば、第２の電圧変
化出力部１０４は、第２の電圧比較部１０２に対し、温度に関して、予め定められた電圧
変化の上限値を出力する。
【００５３】
　また、例えば、測定対象の重量を測定するセンサ部１００であれば、第２の電圧変化出
力部１０４は、第２の電圧比較部１０２に対し、重量に関して、予め定められた電圧変化
の上限値を出力する。さらに、また、例えば、測定対象の電力を測定するセンサ部１００
であれば、第２の電圧変化出力部１０４は、第２の電圧比較部１０２に対し、電力に関し
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て、予め定められた電圧変化の上限値を出力する。なお、第２の電圧変化出力部１０４に
よる出力は、これらの例に限られず、どのようなものであってもよい。
【００５４】
　制御部１１は、センサ部１０を制御する機能を備える。制御部１１は、センサ部１０に
対する電源供給を制御する。制御部１１は、センサ部１０が測定対象の状態に関する測定
を行う場合以外は、当該センサ部１０に対する電源供給を停止する。その結果、制御部１
１は、センサ部１０における消費電力を低減することが可能となる。
【００５５】
　制御部１１は、所定のタイミングで、センサ部１０に対して電源を供給し、当該センサ
部１０に測定対象の状態に対応する電圧を測定させる。所定のタイミングは、例えば、所
定の周期である。所定の周期は、例えば、１秒である。なお、所定の周期は、１秒に限ら
ず、どのような周期であってもよい。また、所定のタイミングは、所定の周期に限らず、
測定の要求があった場合など。どのようなタイミングであってもよい。
【００５６】
　また、制御部１１は、第１の電圧比較部１０１および第２の電圧比較部１０２において
、電圧変化を超えて変化していないと判定された場合、センサ部１０に対する電源供給を
停止する。
【００５７】
　図４は、第１の実施形態における、電圧変化の判定の概要を示す図である。図４（ａ）
に示すように、制御部１１は、測定部１００が測定した測定対象の状態に対応する電圧が
、予め定められた電圧変化の上限値以下であり、かつ、予め定められた電圧変化の下限値
以上である場合には、センサ部１０に対する電源供給を停止し、測定対象の状態を測定し
ない。
【００５８】
　一方、図４（ｂ）に示すように、制御部１１は、測定部１００が測定した測定対象の状
態に対応する電圧が、予め定められた電圧変化の上限値よりも高い場合、または、予め定
められた電圧変化の下限値よりも低い場合には、センサ部１０に対する電源供給を継続し
、測定対象の状態を測定させる。
【００５９】
　ここで、測定部１００において電圧の変化の検出するための時間は、当該測定対象の状
態そのものに比べて、１００分の１（１／１００）の測定時間で測定可能である。したが
って、制御部１１は、測定部１００が測定した測定対象の状態に対応する電圧が、予め定
められた電圧変化の上限値以下であり、かつ、予め定められた電圧変化の下限値以上であ
る場合には（すなわち、図４（ａ）の場合）、センサ部１０における消費電力を低減する
ことが可能である。
【００６０】
　一方、制御部１１は、第１および第２の電圧比較部のいずれかが電圧変化を超えて変化
していると判定した場合、測定部１００に対する電源供給を継続する。その結果、測定部
１００は、測定対象の状態（例えば、温度や重量、電力など）そのものの測定を行う。
【００６１】
　また、制御部１１は、第１の電圧変化出力部１０３に対して、電圧変化の下限値を設定
する。例えば、制御部１１は、測定対象の温度を測定するセンサ部１０において、第１の
電圧変化出力部１０３に対して、温度に対応する電圧の変化量の下限値を設定する。
【００６２】
　一方、制御部１１は、第２の電圧変化出力部１０４に対して、電圧変化の上限値を設定
する。例えば、制御部１１は、測定対象の温度を測定するセンサ部１０において、第２の
電圧変化出力部１０４に対して、温度に対応する電圧の変化量の上限値を設定する。
【００６３】
　また、制御部１１は、測定部１０から、測定対象の状態そのものの測定結果が通知され
た場合、通信部１２を介して、データ収集装置２０に測定結果を通知する。
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【００６４】
　通信部１０は、通信インターフェースである。例えば、通信部１０は、ＷＬＡＮ（Ｗｉ
ｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ）、ＷｉＦｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）Ｄｉｒｅｃ
ｔ、ＤＬＮＡ（登録商標）（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｌｉｖｉｎｇ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ａｌｌｉａ
ｎｃｅ）、Ｗｉｂｒｏ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ｂｒｏａｄｂａｎｄ）、Ｗｉｍａｘ（Ｗｏｒ
ｌｄ Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌiｔｙ ｆｏｒ Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ Ａｃｃｅｓｓ）、
ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｅｄ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｐａｃｋｅｔ Ａｃｃｅｓｓ）など
のような無線インターネットモジュールや移動通信モジュールである。
【００６５】
　また、通信部１０は、ブルートゥース（登録商標）（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、赤外線
通信（ Ｉｎｆｒａｒｅｄ Ｄａｔａ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ；ＩｒＤＡ）、ＵＷＢ（Ｕ
ｌｔｒａ Ｗｉｄｅｂａｎｄ）、ＺｉｇＢｅｅ、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ Ｆｉｅｌｄ Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎ）などのような近距離通信（ｓｈｏｒｔ ｒａｎｇｅ ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ）モジュールであってもよい。
【００６６】
　（動作例）
　図５は、本発明の第１の実施形態における測定装置１の動作例を示すフローチャートで
ある。
【００６７】
　第１の電圧比較部１０１は、測定対象について、予め定められた電圧変化の下限値を超
えて変化しているか否かを判定し、判定結果を制御部１１に通知する（Ｓ１０１）。
【００６８】
　同様にして、第２の電圧比較部１０２は、測定対象について、予め定められた電圧変化
の上限値を超えて変化しているか否かを判定し、判定結果を制御部１１に通知する（Ｓ１
０２）。
【００６９】
　制御部１１は、第１の電圧比較部１０１および第２の電圧比較部１０２が電圧変化を超
えて変化していないと判定したか否かを、判断する（Ｓ１０３）。制御部１１は、第１の
電圧比較部１０１および第２の電圧比較部１０２が電圧変化を超えて変化していないと判
定した旨を判断した場合（Ｓ１０３のＹＥＳ）、センサ部１０に対する電源供給を停止す
る（Ｓ１０４）。
【００７０】
　一方、制御部１１は、第１の電圧比較部１０１および第２の電圧比較部１０２が電圧変
化を超えて変化していると判定した旨を判断した場合（Ｓ１０３のＮＯ）、センサ部１０
に対する電源供給を継続する（Ｓ１０５）。
【００７１】
　センサ１０の測定部１０は、制御部１１によってセンサ部１０に対する電源供給が継続
された場合、測定対象の状態を測定する（Ｓ１０６）。
【００７２】
　制御部１１は、測定部１０から測定対象の状態の測定結果を通知された場合、通信部１
２を介して、当該測定結果をデータ収集装置２に通知する（Ｓ１０７）。
【００７３】
　制御部１１は、通知された測定結果に基づいて、第１の電圧変化出力部１０３に対して
電圧の下限値を、第２の電圧変化出力部１０４に対して電圧の上限値を設定する（Ｓ１０
８）。
【００７４】
　制御部１１は、測定部１０から測定対象の状態の測定結果を通知された場合、センサ部
１０に対する電源供給を停止する（Ｓ１０４）。
【００７５】
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　上記の通り、本発明の第１の実施形態において、第１の電圧比較部１０１と、第２の電
圧比較部１０２が、測定対象の電圧と、予め定められた電圧値とを比較し、当該予め定め
られた電圧値を超えて変化していない場合には、直ちにセンサ部１０への電源供給を停止
する。ここで、電圧の比較に要する電力は、測定対象の状態の測定に要する電力に対して
大幅に少ない。そこで、測定装置１は、測定対象の状態変化（電圧変化）が大きい場合だ
け、測定対象の状態を測定し、測定対象の状態変化が少ない場合、すなわち測定対象の電
力変化が少ない場合には、電圧比較だけで処理を終了する。言い換えると、測定装置１は
、測定対象の状態変化が大きい場合だけ測定対象の状態を測定し、それ以外の場合には電
圧比較だけで処理を終了する。その結果、測定装置１は、種々のセンサにおける電力消費
を低減可能である。
【００７６】
　（第２の実施形態）
　第２の実施形態は、測定装置１が複数のセンサ部１０を含む場合の実施形態である。
【００７７】
　図６は、本発明の第２の実施形態にける測定装置１の構成例を示す図である。図６に示
すように、測定装置１は、複数のセンサ部１０を含む。
【００７８】
　複数のセンサ部１０の各々は、測定対象について、互いに異なる状態を測定可能である
。例えば、センサ部１０Ａは、測定対象の温度に関して測定を実行する。また、センサ部
１０Ｂは、例えば、測定対象の重量に関して測定を実行する。また、センサ部１０Ｃは、
例えば、測定対象の電圧に関して測定を実行する。
【００７９】
　なお、測定装置１に含まれるセンサ部１０の台数はいくつであってもよく、測定したい
測定対象の状態の数に応じて、設けられてもよい。
【００８０】
　制御部１１は、例えば、複数のセンサ部１０の各々について、測定対象の状態に関する
測定を実行する周期を、互いに独立して制御可能である。制御部１１は、例えば、測定対
象の温度を測定可能なセンサ部１０Ａに対して、所定の周期Ａで電源を供給し、当該温度
に関する測定を実行させる。
【００８１】
　また、制御部１１は、例えば、測定対象の重量を測定可能なセンサ部１０Ｂに対して、
所定の周期Ｂで電源を供給し、当該重量に関する測定を実行させる。また、制御部１１は
、例えば、測定対象の電圧を測定可能なセンサ部１０Ｃに対して、所定の周期Ｃで電源を
供給し、当該電圧に関する測定を実行させる。
【００８２】
　このように、制御部１１は、センサ部１０に対して、測定対象の状態の測定頻度に基づ
いて電力を供給可能となり、当該測定頻度に応じた測定を実行させることが可能となる。
その結果、測定対象の状態の測定頻度に基づいた適切なタイミングで、センサ部１０に対
して電力供給可能となり、測定装置１全体の消費電力を低減することが可能となる。
【００８３】
　また、制御部１１は、例えば、複数のセンサ部１０の各々について、第１の電圧比較部
１０１および第２の電圧比較部１０が電圧変化を超えて変化していないと判定したか否か
に関して、互いに独立して判断する。そして、制御部１１は、複数のセンサ部１０の各々
について、センサ部１０への電源供給を停止するか否かを、互いに独立して判断する。
【００８４】
　また、制御部１１は、例えば、複数のセンサ部１０の各々について、第１の電圧変化出
力部１０３にする電圧変化の下限値の設定、および、第２の電圧変化出力部１０４にする
電圧変化の上限値の設定を、互いに独立して実行可能である。
【００８５】
　例えば、制御部１１は、測定対象の温度を測定可能なセンサ部１０Ａの第１の電圧変化
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出力部１０３に対して、温度に対応する電圧の下限値を設定する。また、測定対象の温度
を測定可能なセンサ部１０Ａの第２の電圧変化出力部１０４に対して、温度に対応する電
圧の上限値を設定する。
【００８６】
　また、制御部１１は、測定対象の重量を測定可能なセンサ部１０Ｂの第１の電圧変化出
力部１０３Ｂに対して、重量に対応する電圧の下限値を設定する。また、測定対象の温度
を測定可能なセンサ部１０Ｂの第２の電圧変化出力部１０４Ｂに対して、重量に対応する
電圧の上限値を設定する。さらに、制御部１１は、測定対象の電力を測定可能なセンサ部
１０Ｃの第１の電圧変化出力部１０３Ｃに対して、電力に対応する電圧の下限値を設定す
る。また、測定対象の電力を測定可能なセンサ部１０Ｃの第２の電圧変化出力部１０４Ｃ
に対して、電力に対応する電圧の上限値を設定する。
【００８７】
　また、制御部１１は、例えば、複数のセンサ部１０の各々から、測定対象の状態の測定
結果を通知された場合、通信部１２を介して、当該測定結果をデータ収集装置２に通知す
る。
【００８８】
　例えば、制御部１１は、センサ部１０Ａから温度を通知された場合、通知部１２を介し
て、温度をデータ収集装置２に通知する。また、制御部１１は、センサ部１０Ｂから重量
を通知された場合、通知部１２を介して、重量をデータ収集装置２に通知する。さらに、
制御部１１は、センサ部１０Cから電力を通知された場合、通知部１２を介して、電力を
データ収集装置２に通知する。
【００８９】
　上記の通り、本発明の第２の実施形態において、測定装置１は、複数の測定装置を含み
、互いに独立して制御可能であるため、測定対象について、互いに異なる状態を測定可能
である。
【００９０】
　また、測定装置１は、集積回路（ＩＣチップ）等に形成された論理回路（ハードウェア
）によって実現してもよいし、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を用いてソフトウェ
アによって実現してもよい。後者の場合、測定装置１は、各機能を実現するソフトウェア
であるプログラムの命令を実行するＣＰＵ、上記プログラムおよび各種データが情報処理
装置（またはＣＰＵ）で読み取り可能に記録されたＲＯＭ（Read Only Memory）または記
憶装置（これらを「記録媒体」と称する）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（Random A
ccess Memory）等を備えている。そして、情報処理装置（またはＣＰＵ）が上記プログラ
ムを上記記録媒体から読み取って実行することにより、本発明の目的が達成される。また
、上記プログラムは、当該プログラムを伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや
放送波等）を介して上記情報処理装置に供給されてもよい。本発明は、上記プログラムが
電子的な伝送によって具現化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形態でも実現さ
れ得る。
【００９１】
　なお、上記プログラムは、例えば、ActionScript、JavaScript（登録商標）等のスクリ
プト言語、Objective-C、Java（登録商標）等のオブジェクト指向プログラミング言語、H
TML5等のマークアップ言語等を用いて実装できる。また、上記プログラムによって実現さ
れる各機能を実現する各構成部を備えた携帯端末（例えば、測定装置１）と、上記各機能
とは異なる残りの機能を実現する各構成部を備えたサーバとを含むゲームシステムも、本
発明の範疇に入る。
【００９２】
　本発明を諸図面や実施例に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種々
の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。従って、これらの変形や修正
は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各手段、各ステップ等に含まれ
る機能等は論理的に矛盾しないように再配置可能であり、複数の手段やステップ等を１つ
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に組み合わせたり、或いは分割したりすることが可能である。また、上記実施の形態に示
す構成を適宜組み合わせることとしてもよい。
【符号の説明】
【００９３】
　１　測定装置
　２　データ収集装置
　３　外部ネットワーク
　１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ　センサ部
　１１　制御部
　１２　通信部
　１００　測定部
　１０１　第１電圧比較部
　１０２　第２電圧比較部
　１０３　第１電圧変化出力部
　１０４　第２電圧変化出力部

【図１】 【図２】
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